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1.  背景と目的 
素早い動作が求められる身体スキルを実践す

るうえで，思考や言語が介入すると動作に一瞬

の遅れが生じることがある．そのため「考える

な，感じろ！」の言葉に代表されるように，古
来より達人や賢人の多くは，スキル実践時の身

体性認知に注意を払うように伝えてきた[1]．ここ

で，スキル実践時における生理学的指標の脳活
動に関しては十分に明らかにされておらず，こ
れらの神経基盤を検討することはスキルと身体

性認知との関連について理解を深めることに寄
与すると期待される．そこで本稿は，視覚刺激

による認知情報処理を伴うスキル実践時の脳活

動について検討することを目的とする． 

 
2.  方法 
2.1.  実験環境 

2023 年 7 月 27 日～8 月 1 日，健常者の 10 名
（男性 5 名，女性 5 名），平均年齢 20.1 歳（SD 

0.83）に研究協力を得た．被験者に対してタスク
以外の刺激や後述する携帯型脳活動計測装置の

計測に影響を与えないように，直接日光が入ら
ない屋内の静かな教室を準備した（図 1参照）． 

 

 
図 1  実験風景 

 

2.2. 知覚反応テスト 

第 2筆者が開発した知覚反応テストは，画面に
赤円と青円のどちらかがランダムに表示される．

被験者には，円が表示されたらできるだけ早く

後述する指定の発話を行い，赤円が表示された
場合のみスペースキーを押下するよう教示する．

円は 1秒間表示されてから消え，さらに 1秒後に

再度赤円か青円がランダムに表示される．これ

を 1 タスク当たり 10 回繰り返す．赤円が表示さ
れている 1 秒間にスペースキーを押した場合に

True が自動に記録され，青円が表示されている

時にスペースキーを押すと False が記録される．
赤と青の出現確率はそれぞれ 50%で，1タスク当
たり 10 回の試行回数を設定した（全 6 タスク，

計 60 回試行）．なお，視覚的な文字情報のバイ
アスを取り除くために，スペースキー以外のキ

ーは全てブラインドにした． 

2.3. タスクデザイン 
後述する近赤外分光法技術を用いた脳活動を

計測するためのタスクデザインとして，日本光

脳機能イメージング学会（2017）の推奨するブ

ロックデザインの方法に倣い[3]，赤円・青円どち

らが表示されても「はい」と発話する場合をコ
ントロールタスク（以下，CT），赤丸が表示さ

れた時には「赤（あか）」，青丸が表示された
時には「青（あお）」と発話する場合をターゲ

ットタスク（以下，TT）として，両タスクを交
互に 3 ブロックを繰り返した（図 2 参照）． 

 

 
図 2．採用した実験のブロックデザイン 

 

2.4. 脳活動の計測 

本実験では，近赤外分光法（Near-Infrared 

Spectroscopy）技術を用いた携帯型脳活動計測装
置 HOT-2000 を使って脳活動を計測した[2]． 

同装置の計測ターゲットは短期記憶や意思決

定，思考，注意，行動の抑制など人間的な高次

機能を司る前頭前野の大脳皮質で（付録 A.1 参
照），左前頭局部（Fp1）と右前頭局部（Fp2）
の 2チャンネルをモニタリングした．  

A study on brain activity during skill practice with 

cognitive information processing by visual stimuli 
 

† Masatoshi Yamada: Tokoha University 

‡ Ryosuke Takata: Graduate School, The University of 

Tokyo 

Copyright     2024 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.2-23

4B-05

情報処理学会第86回全国大会



3.  結果と考察 
10 名中 8 名の脳活動に関して，Fp1 と Fp2 の

脳血流の増減変化が有意に一致している傾向が

認められた．脳の機能は多くの領域が複雑に関
係しており，ある領域単独で機能しているわけ
ではないとされるが，実験結果から左右の前頭

局部が連動して賦活していることが示唆された

（図 3 参照）．また，実験後の言語報告で「赤

（または青）の方がとても簡単だった」と TT の
難易度がとても簡単であったと回答した被験者 1
名に関する脳活動を検討した結果，CT の脳活動

が増加や乱高下の傾向を示した一方，TT の 3 ブ

ロックすべての脳活動に減少傾向が認められる

など脳活動の計測値からスキルに対する身体性
認知を評価できる可能性が示唆された（図 4 参
照）．なお，知覚反応テストの反応時間につい

て，CT に比べて TT が遅くなることが示されて

いる[4]（付録 A.2参照）． 
 

 
図 3．左右の前頭局部が連動する脳活動の例 

 

 
 

 
図 4．CT（上）と TT（下）の脳活動の比較 

 

4. 結論と展望 
本稿では，視覚刺激による認知情報処理を伴

うスキル実践時の脳活動について検討すること

を目的とした．結果から人間的な高次機能を司
る前頭前野の左右の前頭局部が連動して賦活し

ていることが明らかとなった．また，脳活動の

指標から身体性認知を評価できる可能性が示唆
された．今後の課題として，経時的な CT と TT
に関する脳活動を比較するためにプログラムの

改良を図り，スキルと身体性認知に関してより

詳細に検討することを射程に入れ，稿を閉じる． 
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付 録 

A.1  HOT-2000 の測定部位 

 
図 A-1 脳の部位と機能の図 

出典：株式会社 NeU「HOT-2000 のご紹介」に掲載されている 

「新哺乳類脳の部位と機能の図」を元に第 1 筆者が作成 
 

A.2 知覚反応テストの反応時間の結果 
10 名中 9 名の TT の反応時間が遅い結果が示

され，CT（M=0.484s，SD=0.067）とTT（M = 

0.516s，SD=0.071）の平均反応時間を比較した
結果，TT が CT よりも反応時間が有意に長いこ
と（t(9) = 2.83, p< .05）が示された[4]． 
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